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A Study on the Water~Cement Ratio of the Cement Mortar 
and Concrete by the 0旬、 SurfaceArea Method 
Seiichiro Ota 
Abstract 
In this paper， the author explains that the ac巴uratewater回目mentratio 
of the concrete is simply obtained by the !iuthor's surface area method， assum-
ing that the mean specific surface area of the ordinary portIand cement is 
2，460. cm勺g.
まえがき
一般に， セメント，モルタル治よぴ、コシクリートの71¥， セメント重量比 (wfc)の値として
は，普通慢然と 35%とか， 55%とかに定めて，その材料の内容にはふれやに，ただそのもの
のウオ{カピリチ{と閥連させ一定の値と考えている有様で，合理的な方法とは云われない。






















については，我闘でId:， 1 cm2に 4，900子しすなわち，その目の大きさが 0.088mmのふる
いにかけて，残皆量が 12%以下、台あれば合格であると規定しているが，大抵のセメントはわ















れを3，300.~3，900. cm2fgであると諜表して，その聞にかなりの差がある。またー・方， Wagner 
法では， 1，600 cm2fg以上の粉末度をもっセメントを合格とL，Blaine法では 3，200cm2/g 
1 Wagner; A ~ap_id_ !leJ:hod f(l~ deterElinati~n of _ the specifi巴 surfacearea of portland 
cement; A. S. T. M. Proceedings， Part 1I.(1933) 
2 B.laine; A simplified air permeability fineness apparatus， A.S. T.M. Bull. No. 123. Aug. 
(1943) 
3 中(際金兵衛; 日本ボルトランドセ s:/ト業技術曾報告第 23披 (1936) 
( 88 ) 
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と規定している有様である。いま，とれらの2つの値と，著者の 0.074mm (No.200)ふるい"
通過の石次岩粉の平均比友面積憶の 2，620cm2jg (ρ=3.10に換算)とにらみ合わせ， --.鹿，





















よm るし、白 ( lkg蛍りの表面積cmヘAo比表面積(cm2/g，ρ=2.50) a比国卒 ( 白方白石函 j 
叫んもり/， (38.1，，-19.1 mm) 1.8 0.2 
3ん ~31sQ (19.1~9.55 mm) 3.3 0.3 
3/8" ~No.4 (9.55~4.76 mm) 6.1 0.6 
No. 4 ~No. 8 (4.76~2.38 ，mm) 11.2 1.1 
No. 8~No. 16 (2.38~1. 19 mm) 20.8 2.1 
No.16~No. 30 (1.19~0.59 mm) 38.6 3.9 
No. 30~No. 50 (0.59~0.3 mm) 71.0 7.1 
No. 50~No. 100 (0.3~0.15 mm) 133.0 13.3 
No. 100，，-No. 200 (0.15~0.074 mm) 246.0 24.6 
No.200以下 (0.074mm以下) 3，260.0 326.0 
4 L. N. Edward; A. S. T. M. Tech. paper， (1918) 
5 太田誠一郎;室工大前報第一巻第3競 (1952)
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充たす A方，





Ao3f4 t= C6. ...................................................•.•...... (2) 
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(例-1) 重量比で 1:2.5 : 3.5のコンクリートすなわちセメント 1に封L，骨材6の割合
のコシクリ{トの No.5線の水量を求めてみる。ただし，セメントの比重 ρ=3.10， その比
表面積 Ao=2，460 cm2fg， また，砂，砂利のふるい分け治よぴ比重等はヨたの通りである。
砂利 :ρ=2.50 砂 :ρ=2.65












0.15-0.074 mm 1 
100. 





























10-5mm 5xO.357 0.6 
5~2.5mm 5x /1 1.1 
2.5~1.2mm 11x H 2.0 
1.2~0.6mm 29x H 3.8 
0.6~0.3mm 36 x " 6.9 
0.3-0.15mm 13x H 12.8 
0.15-0.074mm 1x庁 24.0 
/0 
~D" 
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ρF G t.  ρ'at 
14.3 246 1.2 4220 
2Jρ'at==2，948十4，111+4，220
=11，279 

































ωコ15.31(材料 100kg削)，従って，wJc= J芸x100=61.2% 
(例-3) 1: 3 モルタル，豊浦標準砂， 豊浦砂; ρ=2.64， 
/。 i寄 2025.30 4- S d 7 8 :J /0 IS 20>:/02 
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( 94 ) 
Ao= 157.0 cm2/g 
2$'0 
ρ G t! pat 
セメント 25 246 1.2 7，370 
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よおるい目 p'-=px 0.75 α2.65 c p'at 
1O~5mm 5xO.75 0.6 115 260 
5-2.5mm 5xO.75 1.1 74 304 
2.5~1.2mm llx 0.75 2.0 47 775 
1.2-0.6mm 29xO.75 3.8 28 2，320 
O.6，..O.3mm 36xO.75 6.8 18 3，320 
0.3~0.15mm 13x 0.75 12.8 12 1，490 
0.15-0.074mm 1xO.75 24.0 7.0 126 
8，595 
セヌント 25 246 L2 7，370 
15.965 
ω16.0 u片 16.01(材料， 100kg蛍り)，三一== ~25v x 100==64.2 % 
以上4-?の例はすべて同-_.の軟かさ
1." 1.5 2・2_5J." '" J' 6 7 I!9 /0 IC;回忌/0'‘
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1: 2 : 4 (1:6)の1:ろだ J 般に上〈使
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砂利: ρ2.50 
ぷ冶るい目 p' 。2.50 pla 
40-20mm 36xO.583 0;2 4.2 
20-10mm 42xグ 0.3 7.3 
1O~5mm 19x / 0.6 6.7 
5~2.5mm 3x庁 1.1 1.9 
20.1 
メ0 メ，2.0 2 r;J.O 4< 5 6 7 ($9 10 /S .20バ/0'
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50 
砂川、 ・ ρ=2.65 
ふるい目 p' a2.65 p'a 
1O~5mm 5 x 0.417 0.6 1.3 
5-2.5mm 5x h 1.1 2.3 
2.5-1.2mm llxh 2，0 9.2 
1.2~0.6mm 29x" 3.8 46.0 
0.6-0.3mm 36x h 6.8 102.0 
0.3~0.15mm 13x h 12.8 69.5 




。 ~ p' a = 20.1 + 240.3 ~ 260.4 
=2.6 X 10




















ふるい日 p a2.65 pa 
1O~5mm 5 0.6 3 
5~1.2 mm 16 1.35 22 
1.2~0.3mm 65 5.3 345 
0.3~0.15mm 13 14 182 
0.15 以下 1 30 30 
町百土品
第3圃の II，(t5)のモルタル用曲線 (1: 3)から， Jマ-=65.2% 
C 
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7.1¥.被膜記競 t1 ， t2 ， t2 ~ヒむの中間， t3 t;lと t4l:の中間， t4 
スランプ (cm) O. 0.3~0.5 1.5~2.5 3~5 14-16 20~22 
最後に，との論交の作製には，土木科教室の牧野jf友君，皐生の佐藤昌君外二名の御手俸を
ろげた。ととに謝意を去する。
〔昭和 28年 5月 21日受付〕
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